
第６回話し合いの場での様子

【２･ ３面】～地域と事業所が、
　　　　　　  一緒にサロンを開いたら～

サロンを変える。
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サロンが変わる ､サロンを変える。 ～地域と事業所が、
　一緒にサロンを開いたら～

お
互
い
に
知
ら
な
い
、

で
も
知
り
た
い
。

知
り
合
う
こ
と
で
、

あ
ふ
れ
出
た
ア
イ
デ
ア

　

地
域
で
の
助
け
合
い
や
支
え
合
い
に
つ
い
て
、
参
加
者
が
自
由
に
意
見
を
交
換
し

な
が
ら
ア
イ
デ
ア
を
出
し
あ
い
、
具
体
的
に
実
現
す
る
た
め
の
「
話
し
合
い
の
場
」

が
、
今
年
度
の
最
終
回
を
迎
え
ま
し
た
。
住
民
の
み
な
さ
ん
や
民
生
委
員
、
事
業
所

等
が
同
じ
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
意
見
を
交
わ
し
た
か
ら
こ
そ
見
え
て
き
た
こ
と
と
は
…

　

開
始
当
初
は
、
住
民
か
ら
事
業
所
に

対
し
「
事
業
所
が
何
が
で
き
る
の
か
分

か
ら
な
い
」「
誰
に
相
談
す
れ
ば
い
い

か
分
か
ら
な
い
」と
い
う
意
見
が
多
く
、

事
業
所
か
ら
住
民
へ
は
「
自
分
た
ち
が 

何
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な

い
」「
い
つ
、
ど
こ
で
地
域
と
関
わ
り

が
持
て
る
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
意

見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、議
論
を
重
ね
て
い
く
中
で
、

こ
れ
ま
で
も
住
民
に
身
近
な「
居
場
所
」

を
通
し
て
新
た
な
助
け
合
い
が
生
み
出

さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
現
在

あ
る
サ
ロ
ン
を
活
か
し
、
助
け
合
い
や

支
え
合
い
の
基
盤
を
よ
り
強
い
も
の
に

し
て
い
こ
う
と
い
う
方
向
性
に
、
事
業

所
と
地
域
の
接
点
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

事
業
所
も
住
民
も
、「
地
域
を
よ
り
よ

く
し
た
い
」と
い
う
想
い
は
同
じ
で
す
。

　

そ
こ
で
、「
地
域
で
や
っ
て
み
た
い

こ
と
」「
事
業
所
が
で
き
る
こ
と
」
を

持
ち
寄
り
、
具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

組
む
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
す
る
と
、
今

ま
で
に
な
い
ア
イ
デ
ア
が
次
々
と
生
ま

れ
た
の
で
す
。【
３
面
：
参
考
を
参
照
】
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サ
ロ
ン
が
変
わ
る
と
、

地
域
が
変
わ
る
。

地域のサロンに事業所が参加
更生会ふれ愛の郷（社会福祉法人 日本傷痍者更生会）

　ふれ愛の郷では、昨年の6月から毎月第2日曜

日に、地域住民が自由に参加できる「認知症カ

フェ」を実施しています。その際、カラオケや

軽スポーツ、水彩画等のメニューを提供してい

ますが、中でも好評なのが「健康体操」です。

　地域のサロンに参加することになったのは、

その健康体操に参加していた方から「自分の地

域のサロンに来てこの体操をしてほしい」とい

う依頼を受けたことがきっかけでした。

　昨年の 12 月に地域の公民館で実際に健康体操

を実施したのですが、地域のみなさんに喜んで

もらえただけでなく、私たちも一緒に楽しい時

　　　を過ごさせていただきました。その後、

　　　地域には「職員派遣でできることリスト」

　　　を渡しています。お互いの要望やできる

　　　ことを知りあうことで、今後も地域と共

　　　にある事業所でありたいと願っています。

生活相談員

善さん

【参考】すべてのアイデアを社協の新しいホームページで公開(4月1日～)

介護職リーダー

吉村さん

話し合いの場で

実践発表

　

人
が
集
ま
る
と
、
困
り
ご
と
や
悩
み

ご
と
、
反
対
に
経
験
や
知
恵
、
み
ん
な

が
持
っ
て
い
る
〝
情
報
〟
も
集
ま
り
ま

す
。
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
障
害
の
あ

る
方
や
子
育
て
世
代
、
子
ど
も
た
ち
、

　

ま
た
、
実
際
に
サ
ロ
ン
に
行
っ
た
こ

と
の
あ
る
事
業
所
に
よ
る
経
緯
や
実
演

を
交
え
た
実
践
報
告
を
す
る
こ
と
で
、

ど
う
や
っ
て
つ
な
が
り
を
作
っ
た
か
、

ど
ん
な
内
容
が
で
き
る
の
か
な
ど
の
イ

メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
は
、
こ
の
事
業

所
と
地
域
を
つ
な
ぐ
役
割
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
今
後
の
サ
ロ

ン
支
援
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

事
業
所
な
ど
、
居
場
所
に
集
う
仲
間
の

輪
が
広
が
る
と
、
楽
し
み
や
で
き
る
こ

と
の
可
能
性
も
広
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

世
代
や
立
場
を
越
え
て
お
互
い
を
知

り
合
う
こ
と
で
、「
他
人
事
」
が
「
我

が
事
」
に
変
わ
り
、「
お
互
い
さ
ま
」

と
思
う
こ
と
が
で
き
る
。
今
、
あ
ら
た

め
て
サ
ロ
ン
を
見
つ
め
直
す
時
で
す
。
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ひ
び
き
青
年
会
議
所
と
災
害
時
相
互
協
力
協
定
を
締
結

予
測
で
き
な
い
か
ら
こ
そ
「
備
え
」
を

　

２
月
23
日
に
い
こ
い
の
里
で
、
今
後

の
大
規
模
災
害
等
の
発
生
に
備
え
、
岡

垣
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
ひ
び
き
青
年

会
議
所
が
相
互
に
協
力
し
て
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
た
め
の
『
災
害

時
相
互
協
力
協
定
』を
締
結
し
ま
し
た
。

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
時
に
は
、

一
つ
の
町
の
中
だ
け
で
の
枠
組
み
や
対

策
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
一
つ
の
町
だ
け
で
な

く
周
囲
の
市
町
村
に
同
時
多
発
的
な
被

害
を
も
た
ら
す
場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
よ
う
な
場
合
に
備
え
、
社
会
福

祉
協
議
会
で
は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
設
置
・
運
営
を
想
定
し
、
人

的
支
援
・
物
的
支
援
の
受
け
入
れ
を
円

滑
に
行
う
た
め
の
体
制
づ
く
り
を
進
め

て
お
り
、
今
回
の
ひ
び
き
青
年
会
議
所

と
の
協
定
は
大
切
な
備
え
の
一
つ
で
す
。

　

災
害
時
の
対
策
に
は
、「
も
う
十
分
」

や
「
こ
れ
で
絶
対
大
丈
夫
」
と
言
え
る

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、

一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
地
域
の
避
難
場

所
や
経
路
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
や
、

家
族
と
の
安
否
確
認
方
法
や
集
合
場
所

を
事
前
に
決
め
て
お
く
な
ど
の
『
備
え
』

が
大
切
で
す
。

さ
ら
な
る
備
え
の
充
実
を

な
ぜ
協
定
が
必
要
？

協定締結式の様子

ひびき青年会議所の
協定締結にかける思い

　この度岡垣町社会福祉協議会様との
防災協定を締結するにあたり感謝申し
上げます。私ども公益社団法人ひびき
青年会議所では、近年発災する自然災
害において出来る限り支援をして参り
ました。記憶に新しい熊本県益城町を
中心とした熊本地震、福岡県朝倉郡を
中心とした集中豪雨災害でも復興支援
の一環として人的支援、物資支援を行
ってまいりました。
　備えあれば憂いなしという言葉通り、
自然災害はいつ、どこで発災するのか
予測できません。だからこそ災害に対
しての準備が必要であると感じ、今回
岡垣町社会福祉協議会様との防災協定
を締結させていただきました。
　岡垣町付近で有事の際は、私どもと
社会福祉協議会が手を取り支援、救助
といった活動に積極的に邁進して参り
ます。青年会議所の全国に広がるネッ
トワークを駆使し、情報の共有も実施
して岡垣町が安全で住みやすい町とな
り、今後岡垣町の益々のご発展・地域
活性化を祈念しております。

公益社団法人
ひびき青年会議所

代表理事

立石 淳次

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
そ
の
一
人
ひ
と

り
を
守
り
、
災
害
時
に
必
要
な
支
援
を

届
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
今
後
も

さ
ら
な
る
『
備
え
』
の
充
実
に
取
り
組

み
ま
す
。

岡
垣
町
の
も
し
も
の
た
め
に

　
協
力
し
て
備
え
ま
す
！

－4－



交
換
す
る
人
は
、
申
請
を
忘
れ
ず
に

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
「
ポ
イ
ン
ト
交
換
」

勝
ち
だ
け
じ
ゃ
な
い｢

価
値｣

が
あ
る

平
成
29
年
度 

社
協
囲
碁
・
将
棋
大
会

　

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度

に
参
加
し
て
集
め
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
商

工
会
の
商
品
券
ま
た
は
町
の
特
産
品
と

交
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
交
換

す
る
場
合
は
申
請
が
必
要
で
す
。

　
「
ポ
イ
ン
ト
交
換
申
出
書
」
に
記
入

の
う
え
、
ポ
イ
ン
ト
手
帳
を
添
え
て
、

忘
れ
ず
に
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

　

総
勢
34
名
の
参
加
の
も
と
、
囲
碁
２

パ
ー
ト
と
将
棋
に
分
か
れ
て
対
戦
し
ま

し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
影
響
で

当
日
の
欠
席
が
多
い
中
、
小
学
生
２
名

を
含
む
参
加
者
は
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、

対
局
を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

見
事
に
優
勝
さ
れ
た
み
な
さ
ん
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

登録者には、自宅へ申請書

を送付します。申請は４月

１日から５月31日までの間

に、社会福祉協議会へ。

☎283-2940
（担当：地域福祉係）

各パートの入賞者

歳
と し

の差「70歳」を超える対局

【将棋の部】

　将棋盤をはさんで向き合えば、年齢
は関係なし。一手一手に力がこもる。
大人たちに交じって、白熱した対局を
繰り広げた２人は、共に予選で敗退と
悔しい結果に終わりましたが、「大人
に挑戦するのは楽しかった」「来年は
もっと強くなってリベンジしたい」と
力強いコメントを残し、握手でお互い
の健闘をたたえ合いました。

熱戦

交換するか、翌年に繰り越すかは自由です。

ポイント手帳に2500ポイント貯めました！
たとえば…

ポイント交換の
申請をしましょう

現在の手帳を
続けて使いましょう

岡垣町役場から
引換券が届きます

ポイントを
交換する！

ポイントを
交換しない

■提出先
　岡垣町社会福祉協議会
■提出例
　①ポイント手帳
　②ポイント交換申出書

※�2500ポイントたまった
状態のポイント手帳を
そのまま使い続けてく
ださい。申請不要です。

※�2000ポイントの交換を
申請し、500ポイントを
繰り越した新しい手帳
をお渡しします。

※岡垣町の特産品または商工会商品券のどちらを選ぶかに
よって、引換時期や引換場所が異なります。ご自宅に届い
た引換券をよく読み、間違いのないように注意しましょう！

♥びわりん＆びわすけ★
©岡垣町2012

将棋の部 囲碁B級の部 囲碁A級の部

準優勝
宇都宮 福男

三位
松岡 勲

参加８名

清原 美咲さん（８歳）

安藤 正太郎くん（10歳）

優勝　金子 健壽

準優勝
山尾 昭二

三位
白石 清

参加 12 名

優勝　花田 文明

準優勝
柳井 勝

三位
江崎 義憲

参加 14 名

優勝　渡部 慎一郎
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◆
法
律
相
談
◆

と
　
き　

４
月
13
・
27
日
（
金
）

　
　
　
　

５
月
11
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　
（
１
人
30
分
・
１
日
６
組
ま
で
）

と
こ
ろ　

い
こ
い
の
里

対
象
者　

町
内
在
住
の
方

※ 

予
約
制
。
相
談
月
の
前
月
か
ら
受
け

付
け
し
ま
す
。
お
早
め
に
社
会
福
祉

協
議
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
心
配
ご
と
相
談
◆

と
　
き　

４
月
20
日
（
金
）

　
　
　
　

５
月
18
日
（
金
）

　

午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

東
部
公
民
館

対
象
者　

町
内
在
住
の
方

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

◆
総
合
福
祉
相
談
窓
口
◆

と
　
き　

４
月
10
・
24
日
（
火
）

　
　
　
　

５
月
15
・
22
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

い
こ
い
の
里

対
象
者　

町
内
在
住
の
方

※ 

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
電
話
で
の

相
談
は
、
休
館
日
（
第
１
日
曜
日
と

毎
週
月
曜
日
）
を
除
き
、
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　　

次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と
し
て
ご

寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥

福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
２
月
受
付
分
ま
で
）

社
会
福
祉
協
議
会
へ

○
三
巴　

千
鶴　

様
（
旭
南
）

　

故　

三
巴　

重
人　

様 

81
歳

○
神
谷　

一
正　

様
（
上
畑
）

　

故　

神
谷　

幹
夫　

様 

89
歳

○

山
英
美
子　

様
（
東
松
原
）

　

故　

山　

文
次　

様 

96
歳

相
　
　
談

香
典
返
し
寄
附

社会福祉協議会

　 283-2940

おしらせ

岡垣コミュニティバスふれあい
運行時刻が変わりました

３月 17 日から

いこいの里へお越しの際は、時には運転の手を少
し休めて、コミュニティバスもご活用ください。

�上の時刻表は、いこいの里の発車時刻です。
�赤色の時刻は、土日・祝日は運休です。

変更前 変更後

時 分
9 21 33 45 56
10 14 44 56
11
12 05 11 14 17
13 54
14 28 29
15 03 19 31 34
16 24 51
17 19 23 35 51 54
18 20 47
19 16

時 分
9 21 40 56 59
10 47 52 54
11
12 02 11 15
13 43 52
14 15 20
15 02 15 34 41
16 34
17 03 40 50 52 54
18 33
19 09

○
秋
月　

元
子　

様
（
上
高
倉
）

　

故　

秋
月　
　

進　

様 

71
歳

○
中
山　

靖
子　

様
（
旭
西
）

　

故　

中
山　

幸
也　

様 

71
歳

〇
辻　
　

恵
子　

様
（
野
間
三
）

　

故　

辻　
　

武
利　

様 

79
歳

〇
辻　
　
　

壽　

様
（
野
間
一
）

　

故　

辻　

ツ
子
ヨ　

様 

95
歳

○
樋
口　

泰
子　

様
（
内
浦
）

　

故　

樋
口
雷
太
郎　

様 

84
歳

○
神
谷　

陽
子　

様
（
福
岡
市
南
区
）

　

故　

神
谷　

富
夫　

様 

80
歳

資格　介護福祉士または介護職員初任者研修

　　　（ホームヘルパー２級以上）

勤務　８時から１８時３０分

　　　※相談に応じます

時給　１，０３０円（諸手当あり）

　　　※身体介護はプラス 200 円

問い合わせ

　いこいの里ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝ
　☎２８１－２０１１

ホームヘルパー大募集！

一緒に
楽しく！

－6－



※ ボラ協とは「ボランティア連絡協議会」の略称です。

やってみようよ！

ボランティア
岡垣ボラ協だより

１５８　号

感謝の気持ちを忘れずに。
今年度は、「この会にこの人あり」を通して
人にスポットを当てて会の活動を紹介しました。
私たち一人ひとりがボランティアできるのは、
一緒に楽しく取り組んでいる仲間のおかげ。
理解し、応援してくれる家族のおかげ。
活動を受け入れてくれる人や施設のおかげ。
ボランティアが誰かを支えているだけでなく、
ボランティアする側も支えられているのです。

ひまわりの会
活動日　第１・３金曜日

会員数　１３名

内　容　花づくりによる

　　　　環境美化

岡垣調理ボランティアの会
活動日　毎週火・金曜日

会員数　５８名

内　容　配食サービス事業の

　　　　お弁当づくり

ファイヤーマンズクラブ
活動日　不定期

会員数　７５名

内　容　高齢者や障がい者への

　　　　軽スポーツ指導など

岡垣手話の会
活動日　毎週火曜日

会員数　２５名

内　容　視覚障がい者との交流

　　　　行事等の手話通訳

あみものの会
活動日　毎週土曜日

会員数　１３名

内　容　趣味を活かした作品制作

　　　　高齢者等への寄贈

囲碁・将棋の会
活動日　第２・４土曜日

会員数　３５名

内　容　囲碁・将棋を通した

　　　　交流、訪問対局

ふれあいの会
活動日　第２木曜日ほか

会員数　１９名

内　容　町内福祉施設利用者の

　　　　外出支援や入浴後介助

昨年、小惑星が「岡垣町」と命名
され話題となりました。私たち７
団体も、福祉を目的とする仲間と
して “北斗七星” のように互いに
輝き続けることができるよう、楽
しくボランティアに取り組みます！

今年度のボラ協

ベストショット

－7－



みなさんにとって必要な情報を分かりやすく
伝えるために、４月からホームページの構成
やデザインを全面的にリニューアルします。

トップページのアドレス

http://www.okagaki-syakyo.jp/
に変更はありません。

社会福祉協議会に関することはもちろんです
が、地域での取り組みなども紹介し、今まで
以上に充実した情報提供に努めます。

ぜひ一度、新しくなった
ホームページをあなたの
目でご覧ください。

編
集
後
記

　

今
年
度
、
６
回
実
施
し
た
話
し
合
い

の
場
。
最
終
回
で
は
、
感
想
を
漢
字
１

文
字
で
表
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

驚
い
た
の
は
、
参
加
者
41
名
の
回
答

で
31
種
類
の
漢
字
が
出
て
き
た
こ
と
。

同
じ
漢
字
を
選
ん
だ
人
は
少
な
く
、
最

多
の
「
和
」
で
も
４
票
で
し
た
。

　

そ
れ
だ
け
想
い
も
感
じ
方
も
違
う
、

世
代
や
立
場
も
違
う
人
が
意
見
を
交
わ

す
貴
重
な
時
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、私
が
選
ぶ
な
ら
開
で
す
。

あ
け
放
つ
、
掘
り
起
こ
す
、
物
事
を
始

め
る
と
い
う
意
味
。
春
か
ら
ま
た
、
次

へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
！

�

（
田
之
上
）

共同募金とハンドメイド作家のみなさん
がコラボした企画、いっぽいっぽ in 岡垣。

外は雪も舞う中、会場に所狭しと並べら
れた素敵な雑貨から、宝物を探すように
手に取る姿があちこちで見られました。

今後も、一人でも多くのみなさんが楽し
んで募金に参加できるイベントを企画し
ていく予定です。お楽しみに！

ホームページをリニューアル
４月１日から新しく公開します

来場者は 1,000 人超！ありがとうございました！
「いっぽいっぽ in 岡垣」　２月４日／いこいの里

私たちと一緒に“お弁当”と“笑顔”を届けよう！
配食サービスボランティア「やまびこの会」会員を募集しています

スマートフォン
からも見てね！

まもなく公開（イメージ）

　　　　※年齢や経験等は問いません！私たちと
　　　　　一緒にお弁当と笑顔を届けましょう！

【問い合わせ】社会福祉協議会　☎283-2940

やまびこの会は、高齢者や障がい者等で、自分で買い物
や調理をすることが難しい方の自宅へ、お弁当を届ける
ボランティア団体です。

活 動 日：毎週火・金曜日
活動時間：午後３時から午後５時
活動内容：５つのグループ（３人１組）
　　　　　に分かれてお弁当を届け、
　　　　　安否を確認する

－8－
この「社協だより」は、赤い羽根共同募金配分金により発行しています。

発
行
者
／
岡
垣
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎　

０
９
３
―
２
８
３
―
２
９
４
０

岡
垣
町
大
字
高
倉
５
９
８
―
１


